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1 下中直人編集『世界大百科事典10』平凡社 2007年 p669 
 
図 1 伊東春香「宵の風」紙本彩色 53×53cm 2018 年 個人蔵 
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2 工場内での手作業による生産は、15世紀中頃に始まっていた。 





























                                                             
4 秋丸知貴「セザンヌと蒸気鉄道-一九世紀における近代技術による視覚の変容」『形の文化研究』6 
形の文化会 2011年 p33-44 
5 秋丸知貴「セザンヌと蒸気鉄道-一九世紀における近代技術による視覚の変容」『形の文化研究』6 
形の文化会 2011年 p33-44 
6 秋丸知貴「セザンヌと蒸気鉄道-一九世紀における近代技術による視覚の変容」『形の文化研究』6 
形の文化会 2011年 p33-44 


























図 2  ジョゼフ・マロード・ウィリアム・ターナー「雨、蒸気、速度－グレート・
ウェスタン鉄道」1844 年 ナショナル・ギャラリー、ロンドン 
図 4 アルマン・ギヨマン「イブリーの夕暮れ」1873 年 
オルセー美術館、パリ 
 






































図 6 未来派の代表作家 ジャコモ・バッラ「鎖に繋がれた犬のダイナミズム」 
1912 年 オルブライト＝ノックス・アートギャラリー 
図 7  マシン・エイジの代表作家 チャールズ・シーラー「アメリカ風景」 

































                                                             
8 岡田昌彰『テクノスケープ 同化と異化の景観論』鹿島出版社 2003年 
図 8 モリス商会の創設 150 周年を記念して発表された同社のコレクション 




































1913 年 埋め立てが始まる  
1930 年 海水浴場が作られる ①  
1943 年 海水浴場停止  
1960 年～ 高度経済成長 公害問題 ②  
1980 年 川崎マリエン開業 ③  














                                                             
9 香山リカ『テクノスタルジー 死とメディアの精神医学』青土社 1996年 p7 
図 11 六本木ヒルズ東京シティビューから見た新宿のビル群（筆者撮影） 

































                                                             
10 香山リカ『テクノスタルジア 死とメディアの精神医学』青土社 1996年 p8 
11 工場が好きなこと。工場愛好家。 





























                                                             



























                                                             
16 現在日本において最も多くの信者がいる浄土真宗の開祖。 
17 親鸞『教行信証』岩波書店 1979年 p23 















                                                             
18 寺澤芳雄『英語語源辞典』研究社 1997年 p1191 
19 宮崎正勝『海図の世界史-「海上の道」が歴史を変えた』新潮社 2012年 p5 





















                                                             
20 石井ゆかり・鏡リュウジ『星占いのしくみ』平凡社 2009年 p19 
 

































                                                             
21 1992-1997年、講談社『なかよし』で連載された竹内直子の少女漫画。同時期にテレビアニメも放
送された。 
図 16 アニメ『美少女戦士セーラームーン』セーラームーンの変身 
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 図 18 伊東春香「夜には涙」絹本彩色 24.2×41cm  2015 年 個人蔵 
図 17 伊東春香「夢を見させて」紙本彩色 130.3×194cm  2014 年 
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図 19 伊東春香「アステリズム」紙本彩色 181.8×227.8cm  2016 年 東京藝術大学 
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図 22 街から見えるコンビナート（筆者撮影） 
































                                                             
22 2000年に結成された日本のロックバンド。「陽炎」は2004年リリース。 





















                                                             


























                                                             
25 日本心理学会監修 楠見孝編『なつかしさの心理学-思い出と感情』誠信書房 2014年 p7-8 













図 25 祖父の家の裏からの景色（筆者撮影） 
































                                                             
26 手老篤史「単細胞生物の記憶メカニズムの考察～多重リズムの有用性について～」『数理解析研究所講
究録1748 非線形現象の数理解析と実験解析』京都大学数理解析研究所 2011年 p62 
 





























                                                             
27 篠原資明『ベルクソン-〈あいだ〉の哲学の視点から』岩波新書 2006年 p62 
28 E.N.Lorenz 著、杉山勝・杉山智子訳『ローレンツ カオスのエッセンス』共立出版 1997年 p12 
p179-182 
ラルフ・エイブラハム、ヨシスケ・ウエダ著、稲垣耕作・赤松則男訳『カオスはこうして発見された』





















図 29 ワープによる過去・現在の変化（筆者作成） 
















































                                                             
30 武田徹『暴力的風景論』新潮社 2014年 p10-11 
 






























図 31 『阿弥陀浄土曼荼羅』平安時代 
奈良国立博物館 
図 32 ジョット・ディ・ボンドーネ 『最後の審判』  



























国家の島である（図 34）。ギリシア語 ou（無）と topos（場所）を組み合わせた彼の造
語で、「どこにもない場所」という意味を持つ。つまり、どこにもない良い場所という言
葉である。 
                                                             
32 岸田秀『ものぐさ精神分析』青土社 1978年 p196-198 
33 桃源郷：陶淵明（365-427年）が書いた『桃花源記』の中に出てくる理想郷。 
34 トマス・モア（1478-1535年）：イングランドの法律家、思想家。 
35 原文タイトル『De Optimo Reipublicae Statu deque Nova Insula Utopia』 
図 33 山本梅逸「青緑桃源図」1846 年（出
典：『桃源万歳！-東アジア理想郷の系譜』岡


















                                                             
36 トマス・モア著、沢田昭夫訳『ユートピア』中央公論社 1978年 p212 
図 34 ユートピアの地図（出典：トマス・モア著、平


















                                                             










































                                                             
38 西田虎一『色彩心理学』造形社 1981年 p77-82 







図 37  伊東春香「泡のような夢」紙本彩色 24.2×33.3cm 2018 年 個人蔵 






















図 39 様々な色味のグレー 

























図 41 ソフトフォーカスされる記憶 





























































                                                             
39「speak low 本城直季のジオラマ・マジック「街って嘘っぽいと時々思う」」芸術新潮 57  新潮社 
2006年 p114-119 
 














図 46 岩佐又兵衛「洛中洛外図屏風 舟木本」162.7×342.4cm 1614-1616 年 東京国立博物館 



















































                                                             
40 Pip&Pop：ニコル・アンドリヤヴィチとタニヤ・シュルツによるオーストラリアのアートユニット。
砂糖、顔料、人形等を使用して制作する。現在はタニヤ・シュルツ一人で活動。 
図 51  Pip&Pop 作品（上）「The Other Side of the Sky」約 400×500cm 2008 年、（下二点）「Bing Bong 









が、そうではない図 55 よりも理想郷のイメージに近付くことができる。 
 
図 52 鴻崎正武「TOUGEN」182×266.7cm  2005 年 










図 54 伊東春香「夜への導き」紙本彩色  45.5×60.6cm  2018 年  個人蔵 



































































































































②  ①  
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1997 年 
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社 1990 年 
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・M.J.アプター著、山岸俊男監・渋谷由紀訳『デンジャラス・エッジ 「危険」の心理
学』 講談社 1995 年 
・Pip&Pop『I Love that Love what I Love』フォイル 2011 年 
・秋丸知貴「セザンヌと蒸気鉄道-一九世紀における近代技術による視覚の変容」『形の
文化研究』6 形の文化会 2011 年 
・秋丸知貴『ポール・セザンヌと蒸気鉄道-近代技術による視覚の変容』晃洋書房 2013
年 
・朝日新聞出版『印象派への招待』朝日新聞出版 2018 年 
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・巖谷國士『ヨーロッパ 100 の庭園』平凡社 1998 年 
・インゴ・F・ヴァルター著、Maiko Masujima・ Rituko Hiraishi 訳『印象派絵画 :   
1860-1920』TASCHEN  2010 年 
・浮田典良『空からみた産業景観』大明堂 1976年 
・大井万紀人『宇宙と地球の自然史』勁草書房 2012 年 
・岡崎京子『リバーズ・エッジ（オリジナル復刻版）』宝島社 2015 年 




・小野俊夫『カオス論研究』近代文藝社 2013 年 
・五十殿利治「昭和モダニズムと工場萌え」『文藝春秋』86  2008 年 
・片木篤『テクノスケープ-都市基盤の技術とデザイン』鹿島出版社 1995年 
・香山リカ『テクノスタルジー 死とメディアの精神医学』青土社 1996 年 
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・岸田秀『ものぐさ精神分析』青土社 1978 年 
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『同志社アメリカ研究』30 同志社大学アメリカ研究所 1994 年 
・木村至聖『産業遺産の記憶と表象-「軍艦島」をめぐるポリティクス』 





・小島道裕『洛中洛外図屏風 つくられた＜京都＞を読み解く』吉川弘文館 2016年 
・重森三玲『枯山水』中央公論新社 2008 年 
・ジョン・ウォーカー著、千足伸行訳『ターナー』美術出版社 1991 年 
・篠原資明『ベルクソン-〈あいだ〉の哲学の視点から』岩波新書 2006 年 
・下中直人編集『世界大百科事典 10』平凡社 2007 年 
・親鸞『教行信証』岩波書店 1979 年 
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・杉本章吾『岡崎京子論 少女マンガ・都市・メディア』新曜社 2012 年 
・武田徹『暴力的風景論』新潮社 2014年 
・田之倉稔『イタリアのアヴァンギャルド-未来派からピランデルロへ』白水社 1981 年 
・チャールズ・ディケンズ著、田辺洋子訳『ドンビー父子』こびあん書房 2000 年 
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・石井哲「factory」『ドボク・サミット』武蔵野美術大学出版局 2009 年 
・トマス・モア著、沢田昭夫訳『ユートピア』中央公論社 1978 年 
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・松友知香子「工場萌えの考察-現代技術の美学的諸問題-」『文明と哲学』日独文化研究
所 燈影舎 2008 年 
・宮崎正勝『海からの世界史』角川学芸出版 2005 年 
・宮崎正勝『海図の世界史-「海上の道」が歴史を変えた』新潮社 2012 年 
・茂木健一郎『生命と偶有性』新潮社 2010 年 
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-」『文化史學』41  文化史学会 1985 年 







図 2  ジョン・ウォーカー著、千足伸行訳『ターナー』美術出版社 1991 年 
図 3  インゴ・F・ヴァルター著、Maiko Masujima・ Rituko Hiraishi 訳『印象派絵画 : 
1860-1920』TASCHEN  2010 年 
図 4  インゴ・F・ヴァルター著、Maiko Masujima・ Rituko Hiraishi 訳『印象派絵画 : 
1860-1920』TASCHEN  2010 年 
図５ P+D MAGAZINE HP（https://pdmagazine.jp/people/futurism/） 
 
図 7 『名画への旅（18）19 世紀 II 都市へのユートピア』1993 年 
図 8  マイケル・パリー 著、藤田治彦訳『モリス商会 : 装飾における革命』東京美術 
2013 年 
図 9 横浜市立図書館HP
（http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/library/chiiki/tsurumi/tsurumichiiki/yo    
mu100.html） 
図 13  岡崎京子『リバーズ・エッジ（オリジナル復刻版）』宝島社 2015年 
図 15  石井ゆかり・鏡リュウジ『星占いのしくみ』平凡社 2009年 
図 16  武内直子原作、なかよし編集部編集『美少女戦士セーラームーン 1-講談社ヒット
ブックス（28）なかよしアニメブックス）』講談社 1992 年 
図 23  日本心理学会監修、楠見孝編『なつかしさの心理学-思い出と感情』誠信書房 
2014 年 
図 26  Google earth 
図 27  川上新一『森のふしぎな生きもの 変形菌ずかん』平凡社 2013 年 
図 28  E.N.Lorenz 著、杉山勝・杉山智子訳『ローレンツ カオスのエッセンス』共立出
版 1997 年 
図 31  『奈良国立博物館の名宝-一世紀の軌跡-』展図録 奈良国立博物館 1997年 
図 32  渡辺晋輔『ショトル・ミュージアム ジョットとスクロヴェーニ礼拝堂』小学館 
2005 年 
図 33  『桃源万歳！-東アジア理想郷の系譜』展図録 岡崎市美術博物館 2011 年 
図 34  トマス・モア著、平井正穂訳『ユートピア』岩波文庫 1957 年 
図 44  『Polly Pocket Dreamy Book』宝島社 2015 年 
図 45  本城直季『Shinkirou』リトルモア 2013年 
図 46  狩野博幸監修『桃山絵画の美--天才、異才、奇才の華麗なる世界』（別冊太陽
145）平凡社 2007年 
図 51  Pip&Pop『I Love that Love what I Love』フォイル 2011年 
図 52  『New spirits 福島 : 鴻崎正武・高橋克之・小林浩 : 物語をめぐって』展図録 
福島県立美術館 2005 年 
図 53  ナカジマアート作成ポストカード：堀文子「ユートピア」 
 
